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pr        -一〉
「「長母音   →
2モ ーラ2音 節 →
それもコ1)、 →
サ0ベ ル    →

















不 定 代 名 詞 詞的 → 不定 代 名 詞 的
`ANxavee(peA.}} →   (」1隔xa監{e日(pep.》1980}
成 立     → 成 立 年 代
に よ リ     → に よ り行 われ
KOTOPYH     →  KOTOPblN
の 専 ら     → 専 ら
無 先行 詞    → 無先 行 詞 §3,2
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